
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費税５％減税、インボイス中止、新増設許さず原発ゼロ、９条改憲ストップ 

物価高騰から命とくらしを守る政治を 
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くらしの相談相手！ 

市民の願いを市政に活かす 
３つの約束 

地域経済循環 

住宅リフォーム 
助成制度の創設を 

 

高校生までの 

国保税ゼロ 
子どもの均等割り廃止 

 

小・中学生の 

給食費ゼロ 
約 6億円 

 

コロナ危機から命を守る 
くりかえすコロナ感染の拡大は命とくらし

に重大な影響をもたらしました。何度も市に申

し入れをし、県議や国会議員とも連携しながら

コロナ対策は充実してきました。 

発熱外来の強化、病床や療養施設の確保、 

市民の命を守るための責任ある対応を国、県、

市に求めています。 

くらし・ 憲法・ 平和を守る！ 
「相手国に脅威を与えるような攻撃的な兵器の保有

は憲法上できない」……戦後、政府がいっかんしてと

ってきた憲法解釈「専守防衛」の根本です。「敵基地攻

撃能力の保有」は、この政府見解を 180 度転換する

もので憲法違反は明白です。 

立憲主義を破壊し、「専守防衛」を投げ捨てる暴挙

を許すわけにいきません。 

平和外交で戦争にしない 
日本共産党は憲法 9 条を活かして東アジアに平和

をつくる「外交ビジョン」を提案しています。アセア

ン・東南アジア諸国が、もめ事を戦争にしない努力を

重ねています。このような枠組みを東アジアにつくる

ことこそ、平和な地域にする最も確かなやり方です。 

大軍拡・ 大増税に反対！ 
今後 5 年間で 43 兆円の軍備をするという大軍拡

は、社会保障と教育をはじめくらしの予算の圧迫、削

減、大増税に道をひらくことになります。岸田政権の

大軍拡には賛成できません。平和でこそ安心して生活

ができます。 

 

紹介議員として奮闘 
国に対して意見をあげる請願に紹介議員と

して取り組みました。●202０年 12 月議会

に「国の責任による『２０人学級』を展望した

少人数学級の前進を求める意見書」●202０

年１２月議会に「一定の期間を定めて、消費税

を０％にする意見書」●２０２１年３月議会に

「日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准求

める意見書」●２０２２年９月議会「適格請求書

等保存方式（インボイス制度）の実施を中止する

よう求める意見書」 

 



  

予算の使い方は、くらし応援に  

市民の願いがかなう深谷市に！  
●市民とともに実現してきました 

〇１８歳までの子ども医療費無料化 〇人間ドック・脳ドックの助成増額 
〇野良猫の不妊・去勢ﾁｹｯﾄの導入  
〇国保税の新型コロナによる傷病手当の新設 

◆子育て世代にやさしい街に 
学校の給食費を無料に 
安全・安心な地元産有機食材の利用拡大 
小・中学校の教材費を無料に 
市民と力をあわせフリースクールなど子どもの居場所づくりを 
小・中学校の少人数学級の前進を 

◆仕事応援 
困窮事業者や農家へ独自支援を 
コロナの検査キットの無料配布を 
救急体制、医療体制の充実を 
住宅リフォーム助成制度の創設を（埼玉北部で実施していないのは深谷市だけ） 
中小企業への直接支援、労働者の健康と安全確保を 
病院職員や保育士など、ケア労働者の働く環境整備と処遇改善を 

◆安心・安全な住みやすい深谷市に 
高校生までの国民健康保険税を無料に 
介護保険は広域でなく、市の事業にして負担軽減を 
住民税・固定資産税に市独自支援を 
公民館の指定管理者制度導入に反対 
老人性難聴の補聴器購入に補助を 
免許返納者へのタクシー券支給を 
戸口から戸口へのデマンドタクシーを 
動物愛護行政の推進を 
太陽光発電の設置規制条例を 
 
 

災害に強い市に 

気候危機打開！ 
省エネルギーと再生エネルギー推進の市に 

 

２０２１年度一般会計決算は 
７４億円以上の黒字です 

 

 

 

何にでも使える市の貯金（財政調整基金）は 
１３３億円あります。２０２１年度（R３年度）決算 

国保税や上下水道料金値上げの一方、4年で 15億円増 

市民アンケートへの 

ご協力ありがとうございました 

結果をおしらせします 

暮らし向き 

 

市政に望むこと 
①国保税や介護保険料 

等の軽減 ６８％ 

②住民税・固定資産 

税の軽減 ６６％ 

③高齢者対策   ３８％ 

④子育て支援の充実 ３０％ 

⑤公共交通の充実  ２５％ 

⑥農家支援と 
耕作放棄地対策  １６％ 

⑦空き家・空き地対策 １６％ 

⑧雇用の創出  １１％ 

子育て支援充実 
①学校給食の無料化 ４６％ 

②通学路の安全対策 ４０％ 

③いじめ・不登校対策３８％ 

④学校教材費の負担軽減３８％ 

⑤保育料の軽減  ３０％ 

高齢者福祉充実 
①介護保険料の軽減 ７８％ 

②タクシー券の支給 ４０％ 

③デマンドタクシーの開設２４％ 

④補聴器購入補助  ２２％ 

若者・学生対策充実 

①誰もが利用できる 
給付奨学金に ５２％ 

②正規雇用を増やす ４９％ 

③学費を半額に ４１％ 

④最低賃金の 
時給は１５００円に ３５％ 

⑤就活への支援 ３１％ 

⑥入学金をゼロに ２９％ 

⑥男女の賃金格差なくす２９％ 

少し苦しくなった 57％ 
とても苦しくなった 25％ 
変わらない 17％ 
良くなった 1％ 


